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未来を支える人材を育む

公立大学の取り組み





横浜市立大学：ヘルス分野で新たな価値を創造できる専門人材を育成

2023年4月データサイエンス研究科ヘルスデータサイエンス専攻

博士後期課程を開設予定

○本学は医学部とデータサイエンス学部を併せ持つ。さらに、2020年４月には、データサイエンス

研究科を開設し、ヘルス分野に特化したヘルスデータサイエンス専攻（博士前期課程）を設置し、
実践的な学びでデータサイエンス人材の育成をリードしてきた。

○近年の新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大を受けて、データに基づきヘルスサイエンス
分野の事象を分析・検討し、科学的知見を発信できるより高度な専門性を有する人材育成の需要
が高まっている状況を受け、「ヘルスデータサイエンス専攻 博士後期課程」を開設する。

○疾病予防・医療・介護等の知見をベースに、データを解析して新たな価値を創造できる専門人材
の育成が急務である今、ヘルスデータサイエンスをより深く探求し、高度なヘルスデータサイエンス
力を身につけるための教育・研究を目指す。

横浜市立大学 データサイエンス研究科Webサイト：https://www-user.yokohama-cu.ac.jp/~ycuds/
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北九州市立大学：ゼロカーボン都市政策への大学の貢献

再生可能エネルギー分野の
人材育成
・実証フィールドを活かした人材
育成面からの貢献
・学部初年度教育からの再エネ
教育の導入
・国内外の機関との連携した洋
上風力発電MBA設置の検討

ゼロカーボン街区・都市研究
・地域電力会社による再エネ活用最大化シミュレーション
・低炭素型の行動変容を促す発信（ナッジ）と効果検証
・公共施設RE100実現のための計画と検証
・個別技術の評価と組み合わせ最適化の提案（V2Hなど）
・産業界へのRE100電源供給エネルギーマネジメント
・脱炭素建材の開発、導入効果の検証

水素エネの活用可能性研究
・太陽光発電や、陸上・洋上風力
発電等の次世代クリーンエネル
ギーの拠点化
・AIを活用したクリーンエネルギーマ
ネジメントモデルの開発、検証
・住民参画を想定したソーシャルデ
ザイン手法の開発
・水素システムによる蓄電可能性
評価
・水素システムのライフサイクル評価 ２
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人材供給

環境・エネルギー分野における起業者育成のための「洋上風力発
電講座」開設のためのFDプログラム（オンライン）
• 2022年2月17, 21-23日の4日間（4時間/日）、日欧教員26名参加
• ブレーマーハーフェン大学等のEU大学連携コースである

Offshore Wind Energy MBAカリキュラム紹介や洋上風力発電事

業における課題、オープン・イノベーション、先進的な技術へのア
プローチを学ぶ

• 教育、研究、産学連携、地域協業、環境共生など多岐に渡る話
題について、日本側とヨーロッパ側を横断した熱心な討論

大学生（就職）
社会人

（事業参入・社員教育）
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札幌市立大学：人間重視のデザイン・看護の連携教育

デザインと看護の連携＜D×N＞（ディーバイエヌ）を生かした

「ウエルネス社会」を目指す教育・研究の実施

〇 AIが社会・生活を変えつつある中、「D×N」をAIにより下支えしていく「DNA」（ディー
エヌエー）を新たなモットーとして更なる発展を目指す

〇 AI研究と「DNA」を推進していくための研究機関として2022年４月に「札幌市立大学
AITセンター」を開設

■札幌市立大学AITセンター
• 2019～2021 札幌市立大学AIラボ開設、行政機
関や民間企業との共同研究等を実施

• 2022.4.1 札幌市立大学AITセンター開設（AIラボ
を常設化）

■札幌市立大学AIラボでの主な研究実績
• （札幌市との共同研究等）

AIを活用したごみ収集作業の最適化/除排雪の
効率化/コロナ禍における都心部の人流分析等

• （民間企業との共同研究等）

深層学習を用いたコンクリートの健全度判定に
関する研究/札幌市における観光MaaSビジネス
創出の可能性に関する研究など

札幌市立大学 「D×N 連携科目」Webサイト
https://www.scu.ac.jp/department/vision/regional/
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青森県立保健大学：公衆衛生を専門とする人材を育成

令和５年４月に「修士（公衆衛生学）」の学位を取得できる「MPH（Master of Public Health）

コース」を開設、青森の特徴ある地域性を実践的なモデルとした教育と研究を目指す

〇 青森県では感染症等の健康危機管理、公衆衛生の人材の不足、地域住民の健康寿命の延伸
や生活の質の向上など公衆衛生上の問題が山積

〇 「青森」という特徴ある地域性を実践的なモデルとして教育と研究を進めることで、青森県、日本、
世界で汎用性のある実務・教育・研究上の諸課題に取り組める人材の育成を目指す

〇専門職だけでなく、一般の方々にも広く門戸を開き、多様な公衆衛生の人材育成を図る

青森県立保健大学Webサイト： https://www.auhw.ac.jp/daigakuin/curriculum/daigakuin_mph_kaisetsu.html ５



６

秋田県立大学：地域におけるデジタル・グリーン分野等の人材育成

教育研究のための仕掛け：
・ 内閣府交付金事業「小型軽量電動化システムの
研究開発による産業創生」を主導し，国内有数の
電動化システム研究施設を有する「電動化システ
ム共同研究センター」を活用。海外大学・海外研
究機関，電動化・再生可能エネルギー等に関連す
る地域企業と連携して教育研究を行う。

2022年 総合システム工学専攻と、共同サステナブル工学専攻が誕生

秋田大学・秋田県立大学 共同サステナブル工学専攻HP http://www.sustainable.riko.akita-u.ac.jp/

産業構造の改革と、秋田県の地方創生のための産業振興に対応できる
分野横断的な高度専門人材を育成

大学院 システム科学技術研究科：

・ 総合システム工学専攻
産業構造変化を見据え、学部教育を基礎として専
門知識と研究開発能力を育み、更に高度で先端的
な厚みと広がりを持たせるためのシステム思考教
育プログラムを実施することにより、グローカルに
未来を切り開く高度専門職業人材を養成する。

・ 共同サステナブル工学専攻（秋田大学との共同
大学院）
モビリティにおける動力システムの電動化、再生可
能エネルギーの利活用、環境配慮設計に依る環境
負荷低減、省エネルギー・省資源に関する教育研
究を行い、サステナブル工学の高度化と社会実装
および人材育成を行う。



富山県立大学：大学のDX促進、地域における大学の環境整備

・ デジタル技術に詳しい人材を教育し、教育・研
究の両面の支援を目指す

・ 施設には教員、企業、学生がデジタルの最新
知識や技術を学び合える場として、コワーキング
スペースを設置、産学連携を強化

2022年 DX教育研究センターを開設

企業を受入れ自由な雰囲気で研究開発が可能な環境整備を目指す

富山県立大学 DX教育研究センターWebサイト https://www.pu-toyama.ac.jp/dx-center/
https://www.pu-toyama.ac.jp/special/m_donmas.html ７

・ 没入型仮想環境（CAVE 型ディスプレイ）、モ－ション
キャプチャ装置、CNC三次元測定器等を新規導入予
定。企業とともに製品化も視野に入れた実践的・応用
的な研究を推進

・ 学術情報ネットワークSINETへの接続や帯域100Gの
高速な通信環境を整備

ＤＸ教育研究センターの外観イメージ

https://www.pu-toyama.ac.jp/dx-center/


東京都立産業技術大学院大学：
デジタルを活用した大学・高専教育高度化プランへの取組

他大学や企業等と連携して、

共創的技能学習プラットフォーム（全国の技能教育のハブ機能）の構築を推進

東京都立産業技術大学院大学 Webサイト https://aiit.ac.jp/education/dx_project/ ８

・ 「技能教育高度化のための共創的技能学習プラットフォームの構築」として、技能実習の効率的
な遠隔教育方法を開拓するため、他大学等と連携し、授業コンテンツの効果的なデジタル化や他
機関との相互参照を行えるプラットフォームの構築を推進



９

叡啓大学：スタンフォード大学SPICEとの連携授業

【スタンフォード大学SPICE】
正式名称は「Stanford Program on 
International and Cross-Cultural 
Education（SPICE）」
1976年の開設以来、初等教育から高
等教育までカリキュラム開発、教員の
専門性開発、遠隔学習コースの開発
を行っており、Stanford e-Japan活動
をはじめとする日本に向けたプログラ
ムを提供している。

スタンフォード大学SPICEとの連携授業実施

～シリコンバレーで活躍する起業家や専門家に学ぶ機会を提供～

叡啓大学Webサイト https://www.eikei.ac.jp/news/details_00454.html

〇 叡啓大学ではアントレプレナーシップ教育を行う上での重要なカリキュラムとして、「実
社会のリアルな課題に挑む課題解決演習（PBL）」を開設

〇 スタンフォード大学SPICEと、SDGsの実現に向けた社会課題を主な目的とする叡啓
大学、 SDGｓを視野に入れたビジネスのあり方を今まで以上に検討していく県立広島
大学大学院経営管理研究科の三者共同で授業を実施

〇 大学院生と学部生が、同じテーマで課題解決演習に取り組むことで、今までにない

解決のあり方の発見を目指す



ひろしま好きじゃけんコンソーシアム（Hiroshima LOVE it Consortium）

〇産学官金がWin-Winになるオープ

ンイノベーションプラットフォームとし
てのエコシステムを構築することを
目的とする

〇大学は、産学連携の活性化を通し

た共同研究の推進、スタートアップ
企業の創出により、イノベーションの
創出と地域経済の活性化を目指す

〇広島県の新たなビジョンを基盤にデ
ジタル技術を活用し、時間や場所に
とらわれない自由度と満足度の高
い暮らし方と働き方ができる「適散・
適集社会」のフロントランナーを目
指す

県内の企業と大学の取組を幅広く結びつけ、
イノベーション創出に不可欠な産学官金連携をより加速する

10

ひろしま好きじゃけんコンソーシアムWebサイト
https://www.sukijyaken.jp/



福岡女子大学：女性活躍プログラムの強化

次代の女性リーダー育成の拠点
「女性リーダーシップセンター」を開設

創立１００年の節目を迎えるにあたり、社会への
貢献を意図して、女性リーダーシップ教育にお
ける日本の拠点となることを目指す

１．学生向けリーダーシップ教育

正課内外でのリーダーシップ・
キャリア開発

２．リカレント教育

女性のためのウェルカムバック
支援プログラム

３．女性研究者サポート
研究補助・環境づくりの支援

福岡女子大学 「女性リーダーシップセンター」Webサイト：http://wb2.fwu.ac.jp/leadership/ 11



熊本県立大学：最先端のテクノロジーで課題解決教育

読譜トレーニング・アプリケーション
「ふろジック」を開発、App Store Storyに掲載

・小学校の音楽の授業では「楽譜が読めない」とい
うことが、苦手意識を生んでしまう一つのハードル
とされている

・ゲーム感覚で楽譜を読む力を鍛えることで、苦手
意識を払拭することができないかという考えのもと、
飯村研究室の学生らが熊本市教育センターと連携
し、企画から設計、デザイン、開発までを行う

■研究開発メンバー
総合管理学部総合管理学科飯村研究室(知能情報学研究室)
中村優太、安藤彩夏、黒木貴欄、黒木健士朗、小林佳為、
土山竜輝

■指導教員
総合管理学部総合管理学科情報部門
教授、デジタルイノベーション推進センター長
飯村伊智郎

熊本県立大学Webサイト：https://www.pu-kumamoto.ac.jp/news/post-18454/ 12
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